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と、キャリプレーションを精度よく行うことの 2 点が重要である o 高速に形状計測を行うためには、空間座標の計算

























相シフトされた格子の CCD の各画素における光の強度の時間変化を 1 フレームの撮影時間だけ時間積分することに
よって得られた輝度値から位相値を求める積分型位相シフト法を新たに提案している。また、ナノメートルからマイ
クロメートルオーダーの微小変形計測、マイクロメートルからミリメートルオーダーの物体の形状変形計測、ミリメー
トルからメートルオーダーの物体の形状変形計測をそれぞれ実時間で行う手法および装置を開発し、実際に計測実験
を行うことでその有効性を確認しているo
以上のように、本論文は研究目的・研究方法・研究成果ともに十分な内容を含んでおり、博士(工学)の学位論文
として価値あるものと認める。
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